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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
の
導
入
と
課
題

　

今
回
、
危
機
管
理
を
自
然
災
害
と
は
異
な
る
別
の

視
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
対
象
と
す
る
の

は
電
子
投
票（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）投
票
で
あ
る
。
日

本
で
は
既
に
選
挙
に
電
子
投
票
制
を
導
入
し
て
き
た

自
治
体
が
あ
る
。
こ
の
方
式
で
は
投
票
所
に
機
器
を

持
ち
込
む
必
要
が
あ
る
。
有
権
者
は
こ
の
電
子
機
器

を
使
っ
て
一
票
を
投
じ
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
る

が
、
現
行
の
制
度
は
高
価
な
投
票
マ
シ
ン
を
準
備
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
コ
ス
ト
面
で
い
ろ
い
ろ

問
題
を
抱
え
る
。
評
判
の
い
い
方
法
と
は
言
い
難
い
。

　

こ
こ
で
は
、
日
本
の
方
法
と
は
異
な
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
投
票
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
、
有
権
者
が

自
宅
や
仕
事
場
な
ど
で
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
投
票
す
る
比
較
的
、
簡
便
な

方
式
で
あ
る
。
投
票
マ
シ
ン
へ
の
設
備
投
資
が
必
要

で
な
い
た
め
、
制
度
は
今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
国
に
拡

散
す
る
可
能
性
が
高
い
。
実
際
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
や
ス

カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
地
方
で
は
、
費
用
が
安
く
つ
く
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
を
導
入
す
る
国
が
増
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
は
未
来

志
向
型
の
手
法
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
技
術
の
導
入
で
遅
れ

が
目
立
つ
日
本
の
自
治
体
で
は
、
今
か
ら
注
目
し
て

お
く
べ
き
手
法
と
考
え
ら
れ
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
に
は
問
題
も
あ
る
。
投
票

者
の
本
人
確
認
や
重
複
投
票
の
チ
ェ
ッ
ク
、
そ
れ
に

個
人
情
報
の
漏ろ
う
え
い洩

な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
に

は
安
心
や
安
全
、
そ
れ
に
公
平
性
な
ど
の
面
で
ま
だ

ま
だ
課
題
が
残
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
は
民
主

制
の
基
本
を
危
な
く
す
る
と
い
う
批
判
も
多
い
。
こ

こ
で
は
は
じ
め
に
電
子
投
票
の
利
点
を
紹
介
し
、
同

時
に
そ
の
危
機
管
理
の
必
要
性
を
考
え
る
。
そ
れ
を

２
回
に
分
け
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

Ｉ
Ｔ
大
国
エ
ス
ト
ニ
ア
探
訪

　

バ
ル
ト
三
国
の
一
つ
に
エ
ス
ト
ニ
ア
と
呼
ば
れ
る

国
が
あ
る
。
こ
の
国
は
長
い
間
、
旧
ソ
連
の
属
領
で

あ
っ
た
。
人
口
１
３
１
万
人
の
小
国
で
は
あ
る
が
、

政
府
や
社
会
の
仕
組
み
に
Ｉ
Ｔ
を
導
入
し
て
い
る
点

で
知
る
人
ぞ
知
る
デ
ジ
タ
ル
大
国
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、
韓
国
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ
ギ
リ
ス
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
そ
れ
に
エ
ス
ト
ニ
ア
を
加
え
た
5
国
が
世

界
を
リ
ー
ド
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
大
国
」
と
呼
ば
れ
る
。

中
で
も
、
エ
ス
ト
ニ
ア
は
ス
カ
イ
プ
を
開
発
し
た
国

で
あ
る
。「
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
」
よ
り
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
い「
シ
リ
コ
ン
国
家
」と
も
俗
称
さ
れ
る
。

　

こ
の
国
は
旧
ソ
連
の
属
国
で
あ
っ
た
た
め
、
大
企

業
ら
し
き
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
大
学

や
大
学
院
を
卒
業
生
し
た
若
い
人
材
の
就
職
先
は
、

ほ
と
ん
ど
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
な
る
。
こ
の
点
、

日
本
と
異
な
る
。
日
本
に
は
多
数
の
大
企
業
が
あ

り
、
学
生
の
多
く
は
規
模
の
大
き
い
メ
ー
カ
ー
に
就

職
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
大
企
業
の
多
く
は
原
発

を
は
じ
め
最
新
型
テ
レ
ビ
の
よ
う
に
ハ
ー
ド
な
機
材

生
産
を
目
指
す
の
が
通
例
で
あ
る
。
そ
れ
が
で
き
な

い
エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
、
日
本
と
は
反
対
に
ソ
フ
ト
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
と
危
機
管
理

エ
ス
ト
ニ
ア
の
経
験
（
上
）
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開
発
が
重
視
さ
れ
、
そ
れ
が
デ
ジ
タ
ル
面
で
先
進
国

に
な
る
と
い
う
結
果
に
連
な
っ
て
い
る
。

　

中
で
も
エ
ス
ト
ニ
ア
は
２
０
０
５
年
、
世
界
で
初

め
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
を
実
施
し
大
き
な
関
心

を
集
め
た
。
同
国
が
進
め
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票

で
は
、
有
権
者
は
日
本
で
言
う
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必

要
と
さ
れ
る
。
エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
、
そ
れ
を
「ID

 
Card

」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
制
度
は
２
０
０
２
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
カ
ー
ド
の
外
装
は
日

本
の
自
動
車
免
許
証
に
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
ほ
と
ん

ど
の
国
民
は
自
分
の
番
号
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
取

り
込
み
、
そ
れ
を
常
時
、
携
帯
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
。

エ
ス
ト
ニ
ア
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票

　

エ
ス
ト
ニ
ア
の
国
民
の
多
く
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
入
れ
た
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
署
名
が
要
ら
な
い
電

子
署
名
制
（K

eyless Signature

）
で
活
用
し
、
社

会
生
活
の
多
方
面
に
利
用
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
圏
内
で

は
パ
ス
ポ
ー
ト
代
わ
り
、
保
険
証
に
も
な
る
上
、

病
院
に
行
か
ず
に
処
方
箋
を
入
手
す
る
ツ
ー
ル
に

も
な
る
。
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
の
持
つ
多
機
能
性
は
大
変
な

優
れ
も
の
で
あ
る
が
、
エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
２
０
１
４

年
の
時
点
で
国
民
の
94
％
が
こ
の
個
人
カ
ー
ド
を

保
有
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
状
況
を
見
聞
す
る
と
、
当
然
、
日
本
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
現
状
が
頭
に
浮
か
ぶ
。
残
念

で
は
あ
る
が
、
日
本
の
制
度
は
い
ま
だ
開
発
途
上
と

い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
あ
る
。
な
に
よ
り
、
自
動

車
免
許
証
に
似
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
カ
ー
ド
を
手
に

し
て
多
く
の
人
び
と
は
異
口
同
音
、
画
像
が
か
す
れ

て
読
み
づ
ら
く
、
番
号
を
コ
ピ
ー
で
も
す
る
と
判
読

す
る
の
に
苦
労
す
る
と
漏
ら
す
。
な
ぜ
、
内
容
が
よ

り
鮮
明
な
自
動
車
免
許
証
の
ス
タ
イ
ル
に
な
ら
な
い

の
か
不
思
議
で
仕
方
が
な
い
。
そ
の
上
、
驚
く
こ
と

に
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
カ
ー
ド
を
持
つ
本
人

の
手
書
き
で
、
こ
れ
も
ほ
ぼ
判
読
不
能
に
な
る
。

　

日
本
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
報
酬
、
料
金
、

契
約
金
な
ど
の
支
払
い
調
書
に
使
わ
れ
る
が
、
個
人

情
報
保
護
に
格
別
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
置
か
れ
て
い

る
。
講
演
な
ど
を
頼
ま
れ
る
と
、
主
催
者
か
ら
謝
金

の
振
り
込
み
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
要
求
さ
れ
る
。
秘

密
保
持
の
た
め
そ
れ
を
簡
易
書
留
で
返
送
す
る
の
が

一
般
化
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
エ
ス
ト
ニ
ア
で
紹

介
す
る
と
、
多
く
の
人
び
と
は
電
子
政
府
と
い
う
デ

ジ
タ
ル
な
仕
組
み
に
、
郵
便
と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
な
方

法
が
今
な
お
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
を
示
し

た
。
な
ん
の
た
め
の
電
子
政
府
か
と
い
う
の
が
、
彼

等
の
素
朴
な
疑
問
で
あ
っ
た
。

　

エ
ス
ト
ニ
ア
が
２
０
０
５
年
に
始
め
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
選
挙
は
、
有
権
者
が
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
に

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
接
続
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

そ
れ
に
個
人
番
号
を
入
れ
投
票
用
紙
を
手
に
入
れ

る
。
有
権
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
２
つ
の
暗
証
番
号
が
割

り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
投
票
に
際
し
て

内
容
の
秘
密
保
持
の
た
め
に
使
わ
れ
る
。
も
う
一
つ

は
、
重
複
投
票
を
防
止
す
る
た
め
投
票
者
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　

投
票
期
間
は
開
票
日
の
10
日
前
か
ら
４
日
前
の
1

週
間
で
あ
る
。
そ
の
間
、
投
票
は
何
回
で
も
繰
り
返

す
こ
と
が
で
き
る
。
他
人
が「
な
り
す
ま
し
投
票
」を

す
る
と
、
そ
の
結
果
は
デ
ー
タ
に
残
る
。
1
週
間
以

内
で
あ
れ
ば
、
本
人
が
不
正
投
票
の
事
実
を
確
認

し
、
そ
れ
を
司
直
に
訴
え
る
仕
組
み
が
出
来
上
が
っ

て
い
る
。

　

同
時
に
再
度
、
自
分
の
一
票
を
投
じ
る
が
、
1
週

間
続
く
投
票
期
間
で
最
後
に
投
じ
た
１
票
が
確
定
票

に
な
る
。
な
お
、
投
票
者
の
34
％
が
こ
の
電
子
投
票

を
利
用
し
て
い
る
。
他
は
昔
な
が
ら
の
投
票
所
に
出

向
い
て
一
票
を
投
ず
る
従
来
の
方
法
を
使
っ
て
い

る
。（
こ
の
稿
、
つ
づ
く
）
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